
の
災
害
に
対
す
る
心
構
え
、
準
備
が

い
ざ
と
い
う
と
き
に
重
要
で
す
。
こ

の
防
災
ガ
イ
ド
を
通
し
て
、
皆
さ
ま

に
災
害
に
つ
い
て
の
関
心
と
知
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
日
ご
ろ
の
備
え

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生

活
環
境
室
牲
54
・
３
１
１
１(

内
線

１
４
４)

吉
岡
町
防
災
ガ
イ
ド

い
ざ
と
い
う
時
ご
活
用
く
だ
さ
い

県
で
は
、「
縁
結
び
世
話
人
」
が
、

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
か
ら
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド
を
お
預
か
り

し
、
ふ
さ
わ
し
い
相
手
を
探
し
出
し

て
出
会
い
の
斡
旋

あ
っ
せ
ん

を
す
る
「
ぐ
ん
ま

縁
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
を
平

成
22
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。「

縁
結
び
世
話
人
」
は
群
馬
県
地

域
婦
人
団
体
連
合
会(

地
婦
連)

の
会

員
の
内
、
県
が
実
施
す
る
研
修
を
受

け
た
人
で
、
現
在
２
０
０
人
ほ
ど
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
お
預
か
り
し
た

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド
は
、
地
婦
連

の
市
部
単
位
お
よ
び
圏
域
で
の
交
流

会
で
情
報
交
換
さ
れ
、
赤
い
糸
を
見

結
婚
応
援
制
度

「
ぐ
ん
ま
縁
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

ご
利
用
く
だ
さ
い

町
で
は
、「
吉
岡
町
防
災
ガ
イ
ド
」

を
作
成
し
、
３
月
中
旬
に
各
世
帯
へ

配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
防
災
ガ
イ
ド
は
、
地
震
を
始

め
と
す
る
自
然
災
害
に
つ
い
て
の
解

説
、
ま
た
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
記

載
し
た
災
害
全
般
に
対
す
る
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
あ
る
記
事
面
と
、
避
難
場

所
な
ど
を
記
載
し
た
地
図
面
の
両
面

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
日
ご
ろ

102011.４

つ
け
出
す
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
。

登
録
は
無
料
。
情
報
は
世
話
人
同

士
の
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
っ

て
流
れ
る
の
で
安
全
で
す
。

▼
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
室
内
吉
岡
町
婦
人
会
事
務

局
牲
54
・
３
１
１
１（
内
線
５
９
７
）

画
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
事
業
が
進
捗
し
た
こ

と
に
伴
い
、
区
域
の
追
加
を
行
う
予

定
で
す
。

都
市
計
画
決
定
変
更(

案)

の

縦
覧
の
お
し
ら
せ

吉
岡
都
市
計
画
下
水
道

町
は
、生
活
環
境
を
良
好
に
保
ち
、

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
目
的
と

し
て
、
平
成
16
年
に
２
５
９
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
都
市
計
画
決
定
を
行
い
、
計

▼
縦
覧
場
所

役
場
上
下
水
道
課
下

水
道
室
（
吉
岡
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
内
）

▼
意
見
書
に
つ
い
て

こ
の
都
市
計

画
の
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
人

は
、
縦
覧
期
間
中
に
町
長
あ
て
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
上
下
水
道
課
下

水
道
室
牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
５

０
６
）

つ
き
ま
し
て
は
、
吉
岡
都
市
計
画

下
水
道
の
都
市
計
画
決
定
を
一
部
変

更
す
る
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
次
の
と
お
り
関
係
図
書
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

４
月
11
日
（
月
）
〜

４
月
25
日
（
月
）
※
土
、
日
曜
日
を

除
く

▼
縦
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
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狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
１
年
に

１
回
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

犬
を
飼
お
う
と
す
る
人
は
犬
の
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
各
地
区
を
巡
回
し
犬
の

登
録
と
予
防
注
射
を
お
こ
な
い
ま

す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
都
合

の
良
い
会
場
へ
必
ず
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼
料
金

【
新
規
】
６,
３
０
０
円

(

注
射
料
２,
７
５
０
円
、
注
射
済
票

手
数
料
５
５
０
円
、登
録
手
数
料
３,

０
０
０
円)

【
注
射
の
み
】
３,
３
０
０
円

(

注
射
料
２,
７
５
０
円
、
注
射
済
票

手
数
料
５
５
０
円)

▼
持
ち
物

登
録
済
み
の
人
は
、
役

場
か
ら
郵
送
さ
れ
た
は
が
き
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
犬
に
変
更
事

項(

死
亡
・
住
所
異
動)

が
あ
っ
た
場

合
は
、
必
ず
役
場
町
民
生
活
課
生
活

環
境
室
ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

①
糞
便
の
始
末
は
飼
い
主
が
し
ま
し

ょ
う
。

②
犬
は
昼
夜
を
問
わ
ず
、
つ
な
い
で

飼
う
か
オ
リ
の
中
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。

③
所
有
者
が
分
か
る
も
の
を
、
首
輪

な
ど
に
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
。

④
運
動
は
引
き
綱
を
ひ
い
て
行
い
ま

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

各
地
区
を
巡
回

し
ょ
う
。

⑤
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
年
１
回

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
室
内
に
お
い

て
飼
う
場
合
で
も
必
ず
注
射
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

メ
ス
　
４,
０
０
０

円
、
オ
ス
　
３,
０
０
０
円

▼
補
助
対
象

吉
岡
町
に
登
録
さ
れ

て
い
る
犬

▼
必
要
な
も
の

獣
医
師
の
領
収

書
、
認
印
、
振
込
先
口
座
番
号

▼
申
込
方
法

役
場
町
民
生
活
課
生

活
環
境
室
で
随
時
受
付
け
て
い
ま

す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生

活
環
境
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

�


